
- 1 -

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
四
十
四
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第

百
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
同
法
附
則
第
十
二
条
第
一
項
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
九
条
の
四
の
二
、
第
二
十
九
条
の
六
及
び
第
二
十
九
条
の
七
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
同
法
第
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
、
第
六
項
、

第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
三
十
五
条
の
二
、
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
前
段
及
び
第
二
項
、
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
、
第
四

十
条
の
七
、
第
四
十
六
条
並
び
に
第
五
十
一
条
の
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

法
律
を
実
施
す
る
た
め
、
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
一
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

武
見

敬
三

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
及
び
経
過
措
置
に
関
す
る
省
令
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目
次第

一
章

関
係
省
令
の
整
備
（
第
一
条

第
四
条
）

｜

第
二
章

経
過
措
置
（
第
五
条
）

附
則

第
一
章

関
係
省
令
の
整
備

（
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
条
の
二

法
第
十
九
条
の
四
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

第
四
条
の
二

法
第
十
九
条
の
四
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
記
載
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

次
の
各
号
に
掲
げ
る
記
載
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

事
項
と
す
る
。

事
項
と
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

三
の
二

法
第
三
十
三
条
第
六
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
第
一

（
新
設
）

号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

イ

判
定
を
行
つ
た
と
き
の
症
状

ロ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定

し
た
理
由

四

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
を
必
要
と
す
る
か
ど

四

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
を
必
要
と
す
る
か
ど

う
か
及
び
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か

う
か
及
び
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か

ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

ど
う
か
の
判
定
に
係
る
記
載

イ

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
つ
た
年

イ

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月
日

月
日
及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

ロ

当
該
入
院
措
置
を
採
つ
た
と
き
の
症
状

ロ

当
該
措
置
を
採
つ
た
と
き
の
症
状

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

五
・
六

（
略
）

五
・
六

（
略
）

（
削
る
）

七

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定

す
る
報
告
事
項
に
係
る
入
院
中
の
者
の
診
察
に
係
る
記
載

イ

過
去
十
二
月
間
の
病
状
又
は
状
態
像
の
経
過
の
概
要

ロ

前
号
イ
、
ハ
及
び
ニ
に
掲
げ
る
事
項

七

（
略
）

八

（
略
）

第
五
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
神
科
病

第
五
条
の
二

法
第
二
十
一
条
第
四
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
精
神
科
病

院
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

院
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を

一

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
の
指
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
又
は
受
け
る
見
込
み
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。

受
け
て
い
る
こ
と
又
は
受
け
る
見
込
み
が
十
分
で
あ
る
こ
と
。
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二
～
五

（
略
）

二
～
五

（
略
）

第
六
条

法
第
二
十
一
条
第
七
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
二
十
九
条
の

第
六
条

法
第
二
十
一
条
第
七
項
、
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
二
十
九
条
の

二
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

二
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
の
八
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

び
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第

び
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第

五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

五
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
七
条

第
四
条
の
十
四
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
五
項
、
第
三
十
八
条

第
七
条

第
四
条
の
十
四
の
規
定
は
、
法
第
二
十
七
条
第
五
項
及
び
第
三
十
八

の
六
第
三
項
及
び
第
四
十
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
六
の
十
六

法
第
十
九
条
の
六
の
十
六
第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
及
び
当
該
職
員
の
身

第
二
項
に
規
定
す
る
指
定
医
及
び
当
該
職
員
の
身
分
を
示
す
証
票
に
つ
い
て

分
を
示
す
証
票
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
十

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
条
の
十
四
中
「
別
記
様
式
第
二
号

四
中
「
別
記
様
式
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
別
記
様
式
第
一
号

」
と
あ
る
の
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
別
記
様
式
第
一
号
及
び
第
二
号
」
と
読
み
替

及
び
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
三
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で

削
除

第
十
三
条

第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
の

二
第
四
号
中
「
法
第
二
十
一
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
三
条
第

三
項
」
と
、
「
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
入
院
措
置
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

第
十
三
条
の
二

法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の

四
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
つ
た
と
き

の
症
状

二

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

た
理
由

第
十
三
条
の
三

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措

置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入

院
措
置
を
採
つ
た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
入
院
措
置
を
採
つ
た
日
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か
ら
一
月
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

二

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

三

診
察
し
た
特
定
医
師
の
氏
名

四

入
院
年
月
日
及
び
時
刻

五

病
名

六

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

た
理
由

七

生
活
歴
及
び
現
病
歴

八

当
該
入
院
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
入
院
措

置
は
必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

十

第
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
事
後
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
行
つ

た
結
果

十
一

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
族
等
（

以
下
「
家
族
等
」
と
い
う
。
）
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び

患
者
と
の
続
柄

第
十
三
条
の
四

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
に
係
る

届
出

イ

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

ハ

入
院
年
月
日

ニ

病
名

ホ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定

し
た
理
由
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ヘ

生
活
歴
及
び
現
病
歴

ト

推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
（
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
つ
た
場
合
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）

チ

診
察
し
た
指
定
医
の
氏
名

リ

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
の
有
無

ヌ

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
家
族
等
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
及
び
患
者
と
の
続
柄

ル

法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境

相
談
員
の
氏
名

ヲ

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
一
条

の
五
に
規
定
す
る
入
院
診
療
計
画
書
に
記
載
す
る
事
項

二

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
ろ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置

を
採
つ
た
場
合
の
届
出

イ

診
察
し
た
特
定
医
師
の
氏
名

ロ

入
院
年
月
日
及
び
時
刻

ハ

当
該
入
院
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日

時
ニ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
入
院

措
置
は
必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

ホ

第
一
号
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
、
ヌ
及
び
ヲ
に
掲
げ
る
事
項

第
十
四
条

法
第
三
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

二

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

三

退
院
年
月
日

四

病
名

五

退
院
後
の
処
置
に
関
す
る
事
項

六

退
院
後
の
帰
住
先
及
び
そ
の
住
所
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第
十
五
条

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
診
療
録
に
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
事
項
（
以
下
「
医
療
保

護
入
院
に
係
る
告
知
事
項
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
知
ら
せ
な
か
つ
た
も
の

二

症
状
そ
の
他
医
療
保
護
入
院
に
係
る
告
知
事
項
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
そ

の
者
の
医
療
及
び
保
護
を
図
る
上
で
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
理
由

三

医
療
保
護
入
院
に
係
る
告
知
事
項
を
知
ら
せ
た
年
月
日

第
十
五
条
の
二

法
第
二
十
九
条
の
六
（
法
第
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用

第
十
五
条
の
二

法
第
三
十
三
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者
は
、

す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
精
神
障
害
者
に
関
す
る

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
精
神
障
害
者
に
関
す
る

当
該
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

当
該
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

イ
～
ホ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

ヘ

公
認
心
理
師

公
認
心
理
師
法
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
六
十
八
号

（
新
設
）

）
第
二
条
に
規
定
す
る
業
務

二

（
略
）

二

（
略
）

第
十
五
条
の
三

法
第
二
十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
退
院
後
生
活
環
境
相
談

第
十
五
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
退
院
後
生
活
環
境
相
談

員
の
選
任
は
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
が
採
ら
れ

員
の
選
任
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措

た
日
か
ら
七
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

置
が
採
ら
れ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

（
新
設
）

法
第
二
十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
選
任
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
、
「
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
十
五
条
の
四

措
置
入
院
者
（
法
第
二
十
九
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
措

第
十
五
条
の
四

医
療
保
護
入
院
者
（
法
第
三
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
医
療

置
入
院
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
医
療
保
護
入
院
者
（
法
第
三
十
三

保
護
入
院
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
入
院
さ
せ
て
い
る
精
神
科
病
院
の

条
第
六
項
に
規
定
す
る
医
療
保
護
入
院
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
入
院

管
理
者
は
、
法
第
三
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
地
域
援
助
事
業
者
（
第
十
五
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さ
せ
て
い
る
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
法
第
二
十
九
条
の
七
（
法
第
三
十

条
の
七
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
地
域
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
を
紹

三
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
地
域
援
助
事

介
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
地
域
援
助
事
業
者
の
連
絡
先
を
記
載
し
た
書

業
者
（
第
十
五
条
の
十
二
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
「
地
域
援
助
事
業
者
」

面
を
交
付
す
る
方
法
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

と
い
う
。
）
を
紹
介
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
地
域
援
助
事
業
者
の
連
絡

先
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
す
る
方
法
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五

法
第
二
十
九
条
の
七
（
法
第
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
準
用

第
十
五
条
の
五

法
第
三
十
三
条
の
五
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
次
の
各
号
に

の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

一

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
障

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
条
第
十
八
項
に
規
定
す
る

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
第
二
十
二
条
の
二
に
お
い
て
「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

一
般
相
談
支
援
事
業
又
は
特
定
相
談
支
援
事
業
を
行
う
者

」
と
い
う
。
）
に
係
る
事
業
を
行
う
者

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）

（
削
る
）

八

介
護
保
険
法
第
八
条
第
二
十
四
項
に
規
定
す
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
を

行
う
者

八
～
十
五

（
略
）

九
～
十
六

（
略
）

第
十
五
条
の
六

法
第
三
十
三
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
六
項
の
厚
生
労
働

（
新
設
）

省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
当
該
医
療
保
護
入
院
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
ま
で

の
間
は
三
月
と
し
、
六
月
を
経
過
し
た
後
は
六
月
と
す
る
。

第
十
五
条
の
七

第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
法
第
三
十
三
条
第
三
項
の
厚
生
労

（
新
設
）

働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五

条
の
二
第
四
号
中
「
法
第
二
十
一
条
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
三

条
第
三
項
」
と
、
「
措
置
」
と
あ
る
の
は
「
入
院
措
置
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
八

法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の

（
新
設
）

四
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
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る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
つ
た
と
き

の
症
状

二

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

た
理
由

第
十
五
条
の
九

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措

（
新
設
）

置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入

院
措
置
を
採
つ
た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
入
院
措
置
を
採
つ
た
日

か
ら
一
月
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、

保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

二

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

三

診
察
し
た
特
定
医
師
の
氏
名

四

入
院
年
月
日
及
び
時
刻

五

病
名

六

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定
し

た
理
由

七

生
活
歴
及
び
現
病
歴

八

当
該
入
院
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
入
院
措

置
は
必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

十

第
五
条
の
二
第
一
項
第
四
号
の
事
後
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
行
つ

た
結
果

十
一

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
家
族
等
（

以
下
「
家
族
等
」
と
い
う
。
）
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び

患
者
と
の
続
柄

第
十
五
条
の
十

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
法
第
三
十
三
条
第
六
項
の
規
定

（
新
設
）

に
よ
る
入
院
の
期
間
の
更
新
（
以
下
「
更
新
」
と
い
う
。
）
の
同
意
を
求
め
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る
と
き
は
、
当
該
入
院
に
係
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
し
た
家

族
等
（
二
回
目
以
降
の
更
新
の
同
意
に
あ
つ
て
は
、
当
該
更
新
の
同
意
の
直

前
の
更
新
の
同
意
を
し
た
家
族
等
）
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
更
新
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
が
、
法
第
三
十
三
条
第
六
項
第
一

号
に
該
当
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由

二

当
該
更
新
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
に
つ
い
て
、
法
第
三
十
三
条
第
六

項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
審
議
が
行
わ
れ
た
こ
と

三

更
新
後
の
入
院
期
間

四

第
十
五
条
の
十
四
に
定
め
る
日
ま
で
に
当
該
通
知
に
係
る
家
族
等
か
ら

不
同
意
の
意
思
表
示
を
受
け
な
か
つ
た
と
き
に
法
第
三
十
三
条
第
八
項
の

規
定
に
よ
り
家
族
等
の
同
意
を
得
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
と
す
る
場
合
は

、
そ
の
旨
及
び
第
十
五
条
の
十
四
に
定
め
る
日
の
日
付

２

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
家
族

等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
家
族
等
以
外
の
家

族
等
に
対
し
、
更
新
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
当
該
管
理
者
は
当
該
家
族
等
以
外
の
家
族
等
に
対
し
、
同
項
各
号
（
第

四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

家
族
等
に
該
当
し
な
く
な
つ
た
と
き
。

二

死
亡
し
た
と
き
。

三

そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

四

更
新
の
同
意
又
は
不
同
意
の
意
思
表
示
を
行
わ
な
い
と
き
。

五

前
項
の
規
定
に
よ
る
更
新
の
同
意
の
求
め
に
対
し
、
不
同
意
の
意
思
表

示
を
行
つ
た
と
き
。

３

前
二
項
の
通
知
は
、
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
当
該
通
知
に
係
る
医

療
保
護
入
院
者
の
入
院
期
間
満
了
日
の
一
月
前
か
ら
二
週
間
前
ま
で
の
間
に

行
う
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条
の
十
一

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は

第
十
五
条
の
六

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
入
院
期
間
（
二
回
目
以
降
の
更
新
に
つ
い
て

医
療
保
護
入
院
者
の
第
十
三
条
の
四
第
一
号
ト
に
規
定
す
る
推
定
さ
れ
る
入

は
、
更
新
さ
れ
た
入
院
期
間
）
が
経
過
す
る
前
に
、
当
該
医
療
保
護
入
院
者

院
期
間
又
は
次
項
に
規
定
す
る
入
院
期
間
が
経
過
す
る
ご
と
に
、
当
該
医
療
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の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
の
審
議
を
行
う
た
め
、
医
療
保

保
護
入
院
者
の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
の
審
議
を
行
う
た

護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
（
法
第
三
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る

め
、
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）

委
員
会
を
い
う
。
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら

を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

２

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
、
当
該
審
議
に
係
る
医
療

２

委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
、
当
該
審
議
に
係
る
医
療

保
護
入
院
者
の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
更
新
後

保
護
入
院
者
の
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
委
員
会

の
入
院
期
間
及
び
退
院
に
向
け
た
取
組
の
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
開
催
さ
れ
た
日
か
ら
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
退
院
ま
で
に
必
要
と
認
め

。

ら
れ
る
入
院
期
間
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
医
療
保
護
入
院

者
の
入
院
の
日
か
ら
一
年
未
満
の
範
囲
内
の
期
間
に
限
る
。
）
及
び
退
院
に

向
け
た
取
組
の
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

３

委
員
会
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
、
当
該
審
議
に
係
る
医

療
保
護
入
院
者
の
医
療
及
び
保
護
の
た
め
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
の

日
か
ら
一
年
以
上
入
院
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二

項
に
規
定
す
る
入
院
期
間
と
し
て
、
当
該
入
院
の
日
か
ら
一
年
以
上
の
期
間

を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
削
る
）

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
期
間
を
定
め

ら
れ
た
医
療
保
護
入
院
者
に
係
る
入
院
期
間
の
経
過
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
入
院
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
医
療
保

護
入
院
者
」
と
あ
る
の
は
「
医
療
保
護
入
院
者
」
と
、
「
第
十
三
条
の
四
第

一
号
ト
に
規
定
す
る
推
定
さ
れ
る
入
院
期
間
又
は
次
項
に
規
定
す
る
入
院
期

間
が
経
過
す
る
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
規
定
す
る
入
院
期
間
が
経

過
す
る
ご
と
に
」
と
、
「
医
療
保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
（
以
下
「
委

員
会
」
と
い
う
。
）
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
医
療

保
護
入
院
者
退
院
支
援
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
第
二
項

中
「
入
院
期
間
（
次
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
医
療
保
護
入
院
者

の
入
院
の
日
か
ら
一
年
未
満
の
範
囲
内
の
期
間
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
入
院
期
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
を
当
該

５

精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
の
結
果
を
当
該

審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
及
び
次
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
同
項

審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
及
び
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
者
（
同
項

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
。
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第
十
五
条
の
十
二

委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

第
十
五
条
の
七

委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
も
つ
て
構
成
す
る
。

一

委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
の
主
治
医

一

委
員
会
の
審
議
に
係
る
医
療
保
護
入
院
者
の
主
治
医
（
当
該
主
治
医
が

指
定
医
で
な
い
場
合
は
、
当
該
主
治
医
及
び
当
該
医
療
保
護
入
院
者
が
入

院
し
て
い
る
精
神
科
病
院
に
勤
務
す
る
指
定
医
）

二

（
略
）

二

（
略
）

三

当
該
医
療
保
護
入
院
者
に
つ
い
て
法
第
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
読
み

三

当
該
医
療
保
護
入
院
者
に
つ
い
て
法
第
三
十
三
条
の
四
の
規
定
に
よ
り

替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
退
院
後

選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
（
第
二
十
条
第
一
項
第
六
号
に
お

生
活
環
境
相
談
員

い
て
「
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
」
と
い
う
。
）

四

（
略
）

四

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
五
条
の
十
三

（
略
）

第
十
五
条
の
八

（
略
）

第
十
五
条
の
十
四

法
第
三
十
三
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
は

（
新
設
）

、
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
期
間
満
了
日
前
で
あ
つ
て
、
第
十
五
条
の
十
第

一
項
の
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
を
経
過
し
た
日
と
す
る
。

第
十
五
条
の
十
五

法
第
三
十
三
条
第
八
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合

（
新
設
）

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一

精
神
科
病
院
の
管
理
者
と
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
通
知
に
係
る
家
族

等
と
の
連
絡
が
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
と
き
。

二

精
神
科
病
院
の
管
理
者
が
、
第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
通
知
を
発
し
た

と
き
か
ら
更
新
す
る
ま
で
の
間
に
、
当
該
通
知
に
係
る
家
族
等
が
同
条
第

二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
を
把
握
し

た
と
き
。

三

第
十
五
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
さ
れ
た
と
き
。

四

第
十
五
条
の
十
第
一
項
の
通
知
を
発
し
た
日
か
ら
二
週
間
が
経
過
し
た

日
が
当
該
医
療
保
護
入
院
者
の
入
院
期
間
満
了
日
を
経
過
す
る
と
き
。

第
十
五
条
の
十
六

法
第
三
十
三
条
第
九
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

（
新
設
）
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は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

め
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
に
係
る

届
出

イ

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

ハ

入
院
年
月
日

ニ

病
名

ホ

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
と
判
定

し
た
理
由

ヘ

生
活
歴
及
び
現
病
歴

ト

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た
入
院
期

間
チ

診
察
し
た
指
定
医
の
氏
名

リ

法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
の
有
無

ヌ

入
院
に
つ
い
て
同
意
し
た
家
族
等
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
及
び
患
者
と
の
続
柄

ル

法
第
三
十
三
条
の
四
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条

の
六
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
氏
名

二

法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
ろ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置

を
採
つ
た
と
き
の
届
出

イ

診
察
し
た
特
定
医
師
の
氏
名

ロ

入
院
年
月
日
及
び
時
刻

ハ

当
該
入
院
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日

時
ニ

ハ
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
入
院
措

置
は
必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

ホ

前
号
イ
、
ロ
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
及
び
ヌ
に
掲
げ
る
事
項

三

更
新
に
係
る
届
出
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イ

法
第
三
十
三
条
第
六
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
時
点
に

お
け
る
病
名

ロ

イ
の
診
察
の
結
果
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る

状
態
に
な
い
と
判
定
し
た
理
由

ハ

更
新
後
の
入
院
期
間

ニ

イ
の
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名

ホ

法
第
三
十
三
条
第
六
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
審
議
が
行
わ
れ
た
こ

と
ヘ

更
新
前
の
入
院
期
間
に
係
る
病
状
又
は
状
態
像
の
経
過
の
概
要

ト

退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況

チ

更
新
の
同
意
を
し
た
家
族
等
及
び
当
該
更
新
に
係
る
法
第
三
十
三
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
し
た
家
族
等
（
二
回
目
以
降
の
更
新
の

同
意
に
あ
つ
て
は
、
当
該
更
新
の
同
意
の
直
前
の
更
新
の
同
意
を
し
た

家
族
等
）
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
及
び
患
者
と
の
続
柄

リ

法
第
三
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
家
族
等
の
同
意
を
得
た
も
の

と
み
な
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨

ヌ

第
一
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

第
十
五
条
の
十
七

法
第
三
十
三
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は

（
新
設
）

、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

二

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

三

退
院
年
月
日

四

病
名

五

退
院
後
の
処
置
に
関
す
る
事
項

六

退
院
後
の
帰
住
先
及
び
そ
の
住
所

第
十
五
条
の
十
八

法
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
診
療
録
に
記

（
新
設
）

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
本
文
に
規
定
す
る
事
項
（
以
下
「
医
療
保

護
入
院
に
係
る
告
知
事
項
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
知
ら
せ
な
か
つ
た
も
の
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二

症
状
そ
の
他
医
療
保
護
入
院
に
係
る
告
知
事
項
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
そ

の
者
の
医
療
及
び
保
護
を
図
る
上
で
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
理
由

三

医
療
保
護
入
院
に
係
る
告
知
事
項
を
知
ら
せ
た
年
月
日

第
十
六
条

法
第
三
十
三
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の

第
十
六
条

法
第
三
十
三
条
の
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の

四
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

四
の
二
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
と
す
る
。

る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
つ
た

一

法
第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
年
月

年
月
日
及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

日
及
び
時
刻
並
び
に
解
除
し
た
年
月
日
及
び
時
刻

二

当
該
入
院
措
置
を
採
つ
た
と
き
の
症
状

二

当
該
措
置
を
採
つ
た
と
き
の
症
状

三

（
略
）

三

（
略
）

第
十
六
条
の
二

法
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置

第
十
六
条
の
二

法
第
三
十
三
条
の
七
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採

を
採
つ
た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
入
院
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一

つ
た
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
当
該
措
置
を
採
つ
た
日
か
ら
一
月
以
内
に

月
以
内
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し

、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

当
該
入
院
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の

八

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定

規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
入
院
措
置
は
必

九

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
措
置
は
必
要
な

要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

十

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
基
づ

十

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
た
事
後
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
行
つ
た
結
果

き
設
置
さ
れ
た
事
後
審
査
委
員
会
に
よ
る
審
議
を
行
つ
た
結
果

十
一

（
略
）

十
一

（
略
）

第
十
六
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
六
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

第
十
六
条
の
三

法
第
三
十
三
条
の
七
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
事
項
と
す
る
。

定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
に
係
る
届
出

一

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
係
る
届
出

イ
～
チ

（
略
）

イ
～
チ

（
略
）

二

法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
ろ
う
と
す

二

法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
ろ
う
と
す
る
場
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る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
を
採
つ

合
に
お
い
て
、
法
同
条
第
二
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
採
つ
た
場
合

た
場
合
の
当
該
入
院
措
置
に
係
る
届
出

の
当
該
措
置
に
係
る
届
出

イ
～
ハ

（
略
）

イ
～
ハ

（
略
）

ニ

当
該
入
院
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項

ニ

当
該
措
置
か
ら
十
二
時
間
以
内
に
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
規

の
規
定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

定
に
よ
る
診
察
を
し
た
指
定
医
の
氏
名
及
び
診
察
し
た
日
時

ホ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
六
第
一
項
の
入
院
措
置
は

ホ

前
号
の
診
察
の
結
果
、
法
第
三
十
三
条
の
七
第
一
項
の
措
置
は
必
要

必
要
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

ヘ

（
略
）

ヘ

（
略
）

第
十
八
条

法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、

第
十
八
条

削
除

次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

法
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
た
者

二

外
部
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
を
要
す
る
も
の
と
し
て
都
道

府
県
知
事
が
適
当
と
認
め
る
者

第
十
八
条
の
二

法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事

（
新
設
）

が
行
う
研
修
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
講
義
及
び
演
習
に
よ
り
行

う
も
の
と
す
る
。

一

精
神
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
の
現
状
及
び
課
題

二

入
院
者
訪
問
支
援
事
業
の
概
要

三

入
院
者
訪
問
支
援
員
と
し
て
必
要
な
技
能

第
十
八
条
の
三

法
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
支

（
新
設
）

援
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

入
院
中
の
生
活
に
関
す
る
相
談

二

必
要
な
情
報
の
提
供

第
十
九
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
前
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

第
十
九
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
前
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

六

法
第
二
十
九
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
退
院
後
生
活
環
境
相

六

生
活
歴
及
び
現
病
歴



- 17 -

談
員
の
氏
名

七
～
九

（
略
）

七
～
九

（
略
）

十

退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況

（
新
設
）

２

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

２

法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
後
段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、

次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
項
第
四
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項

二

前
項
第
四
号
、
第
六
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項

３

（
略
）

３

（
略
）

第
二
十
条

削
除

第
二
十
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前

段
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

入
院
年
月
日
及
び
前
回
の
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
年
月
日

二

病
名
及
び
過
去
十
二
月
間
の
病
状
又
は
状
態
像
の
経
過
の
概
要

三

過
去
十
二
月
間
の
外
泊
の
状
況

四

法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
る
入
院
が
行
わ
れ
る
状
態
に
な
い
か
ど
う
か

の
検
討

五

退
院
に
向
け
た
取
組
の
状
況

六

退
院
後
生
活
環
境
相
談
員
の
氏
名

七

前
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲

げ
る
事
項

２

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
後
段
の
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

症
状

二

前
項
第
二
号
及
び
第
四
号
並
び
に
前
条
第
一
項
第
六
号
及
び
第
八
号
に

掲
げ
る
事
項

３

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段
の
規

定
に
よ
る
報
告
は
、
法
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
措

置
が
採
ら
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
を
初
月
と
す
る
同
月
以
後
の
十
二
月

ご
と
の
各
月
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
十
条
の
二

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期

第
二
十
条
の
二

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期

間
は
、
五
年
間
と
す
る
。

間
は
、
五
年
間
と
す
る
。

第
二
十
条
の
三

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

第
二
十
条
の
三

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

は
、
法
第
三
十
八
条
の
七
第
一
項
又
は
第
四
十
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ

は
、
法
第
三
十
八
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
後
、
相
当

る
命
令
を
受
け
た
後
、
相
当
の
期
間
を
経
過
し
て
も
な
お
当
該
精
神
科
病
院

の
期
間
を
経
過
し
て
も
な
お
当
該
精
神
科
病
院
に
入
院
中
の
者
の
処
遇
が
改

に
入
院
中
の
者
の
処
遇
が
改
善
さ
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

善
さ
れ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者
と
す
る
。

第
二
十
条
の
四

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

第
二
十
条
の
四

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
は
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件

準
は
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
入
院
し
て
い
る
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
こ
と
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

第
二
十
条
の
五

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

第
二
十
条
の
五

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

入
院
年
月
日
及
び
前
回
の
法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

一

入
院
年
月
日
及
び
前
回
の
法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

報
告
の
年
月
日

報
告
の
年
月
日

二

（
略
）

二

（
略
）

三

病
名
及
び
過
去
十
二
月
間
の
病
状
又
は
状
態
像
の
経
過
の
概
要

（
新
設
）

四

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項

三

第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
及
び
第
八
号
並
び
に
第

二
十
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項

第
二
十
一
条

法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

第
二
十
一
条

法
第
三
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号

定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
報
告
又
は
届
出
の
区
分
に
応
じ
、
そ

に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

一

法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置

（
新
設
）

イ

精
神
科
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

ロ

患
者
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
及
び
生
年
月
日

ハ

法
第
二
十
二
条
か
ら
第
二
十
六
条
の
三
ま
で
及
び
第
二
十
七
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
申
請
、
通
報
、
届
出
又
は
診
察
に
関
す
る
事
項

ニ

診
察
年
月
日
及
び
診
察
し
た
指
定
医
の
氏
名
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ホ

指
定
医
の
診
察
の
判
定
内
容
（
病
名
及
び
症
状
を
含
む
。
）

ヘ

法
第
二
十
九
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
移
送
の
有
無

二

（
略
）

一

（
略
）

（
削
る
）

二

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
前
段
の

規
定
に
よ
る
報
告

第
二
十
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

三

法
第
三
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
う
ち
、
同
条
第
一
項
又

三

法
第
三
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

第
十
三
条
の
四
第
一
号

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
措
置
に
係
る
も
の

第
十
五
条
の
十
六
第

イ
か
ら
ヲ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

一
号
イ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

四

法
第
三
十
三
条
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
う
ち
、
更
新
に
係
る
も

（
新
設
）

の

第
十
五
条
の
十
六
第
三
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
事
項

五

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

第
二
十
条
の
五
各

四

法
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告

第
二
十
条
の
五
各

号
に
掲
げ
る
事
項

号
に
掲
げ
る
事
項

第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

第
二
十
二
条
の
二

法
第
三
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
は
、
退
去
者
が
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
入
院
年
月
日
よ
り
前
に
障
害

る
事
項
は
、
退
去
者
が
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
入
院
年
月
日
よ
り
前
に
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
第
五
条

に
係
る
事
業
を
行
う
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先
と
す
る
。

第
一
項
に
規
定
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス(

次
条
第
六
号
に
お
い
て
「
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。)

を
利
用
し
て
い
た
場
合
に
お
け
る
当
該
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
事
業
を
行
う
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
連
絡
先
と
す

る
。

第
二
十
二
条
の
二
の
二

法
第
四
十
条
の
七
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

（
新
設
）

は
、
虐
待
を
行
つ
た
業
務
従
事
者
の
職
種
と
す
る
。

第
三
十
一
条

法
第
四
十
六
条
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
保
健
、
医

（
新
設
）

療
、
福
祉
、
住
ま
い
、
就
労
そ
の
他
日
常
生
活
に
係
る
精
神
保
健
に
関
す
る

課
題
を
抱
え
る
者
と
す
る
。

第
三
十
二
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で

削
除

第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で

削
除

第
三
十
七
条

法
第
五
十
一
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
又
は
資

第
三
十
七
条

法
第
五
十
一
条
の
四
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
情
報
又
は
資
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料
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

料
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
相
談
及
び
訓
練
に
関

一

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
を
図
る
た
め
の
相
談
並
び
に
訓
練
及

す
る
情
報
又
は
資
料

び
指
導
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料

二

前
号
に
掲
げ
る
相
談
及
び
訓
練
を
受
け
た
精
神
障
害
者
の
性
別
、
生
年

二

前
号
に
掲
げ
る
相
談
並
び
に
訓
練
及
び
指
導
を
受
け
た
精
神
障
害
者
の

月
日
及
び
家
族
構
成
並
び
に
状
態
像
の
経
過
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
（

性
別
、
生
年
月
日
及
び
家
族
構
成
並
び
に
状
態
像
の
経
過
に
関
す
る
情
報

当
該
精
神
障
害
者
を
識
別
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）

又
は
資
料
（
当
該
精
神
障
害
者
を
識
別
で
き
る
も
の
を
除
く
。
）
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（
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会
及
び
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
特
別
審
査
委
員
会
規
程
（
昭
和
二
十
三

年
厚
生
省
令
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
条

審
査
委
員
会
は
、
前
条
の
審
査
を
す
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

第
四
条

審
査
委
員
会
は
、
前
条
の
審
査
を
す
る
と
き
は
、
次
の
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法

掲
げ
る
診
療
報
酬
請
求
書
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
法

律
の
規
定
、
契
約
又
は
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

律
の
規
定
、
契
約
又
は
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
の
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、

臣
の
定
め
る
医
療
に
関
す
る
給
付
を
行
う
者
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、

診
療
報
酬
請
求
の
適
否
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

診
療
報
酬
請
求
の
適
否
を
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二

（
略
）

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年

二

（
略
）

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十

法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十

二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

二
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四

律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四

項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

項
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑

な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国

な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国

後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（

平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七

平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
七

号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お

号
）
附
則
第
四
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場

）
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場

合
を
含
む
。
）
、
障
害
者
の
日

合
を
含
む
。
）
、
障
害
者
の
日

常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合

常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（

的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三

号
）
第
五
十
八
条
第
三
項
及
び

号
）
第
五
十
八
条
第
三
項
及
び
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第
四
項
（
同
法
第
七
十
条
第
二

第
四
項
（
同
法
第
七
十
条
第
二

項
及
び
第
七
十
一
条
第
二
項
に

項
及
び
第
七
十
一
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
並
び
に
第
六
十
二
条
（
同

。
）
並
び
に
第
六
十
二
条
（
同

法
第
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用

法
第
七
十
二
条
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
児
童

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
児
童

福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
第
十
九
条
の

第
百
六
十
四
号
）
第
十
九
条
の

十
二
（
同
法
第
二
十
一
条
の
二

十
二
（
同
法
第
二
十
一
条
の
二

、
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
及

、
第
二
十
一
条
の
五
の
三
十
及

び
第
二
十
四
条
の
二
十
一
（
同

び
第
二
十
四
条
の
二
十
一
（
同

法
第
二
十
四
条
の
二
十
四
第
二

法
第
二
十
四
条
の
二
十
四
第
二

項
に
お
い
て
適
用
す
る
場
合
を

項
に
お
い
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
並
び
に
母
子
保
健
法

含
む
。
）
並
び
に
母
子
保
健
法

（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十

（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
四
十

一
号
）
第
二
十
条
第
七
項
に
お

一
号
）
第
二
十
条
第
七
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

）
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す

る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成

六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十

六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
十

四
条
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感

四
条
、
感
染
症
の
予
防
及
び
感

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
百
十
四
号
）
第
四
十
一
条
、

第
百
十
四
号
）
第
四
十
一
条
、

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
の
八
、
麻
薬
及
び
向

二
十
九
条
の
六
、
麻
薬
及
び
向

精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八

精
神
薬
取
締
法
（
昭
和
二
十
八

年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
十
八

年
法
律
第
十
四
号
）
第
五
十
八

条
の
十
四
、
戦
傷
病
者
特
別
援

条
の
十
四
、
戦
傷
病
者
特
別
援
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護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第

護
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第

百
六
十
八
号
）
第
十
四
条
（
同

百
六
十
八
号
）
第
十
四
条
（
同

法
第
二
十
条
第
三
項
及
び
同
法

法
第
二
十
条
第
三
項
及
び
同
法

附
則
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用

附
則
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
心
神

す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
心
神

喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害

喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害

行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び

行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び

観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
五
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八

十
五
年
法
律
第
百
十
号
）
第
八

十
三
条
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被

十
三
条
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平

害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
十

成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
十

二
条
、
難
病
の
患
者
に
対
す
る

二
条
、
難
病
の
患
者
に
対
す
る

医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第

二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
第

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
又
は

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
又
は

特
定

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

特
定

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

B

B

者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

者
給
付
金
等
の
支
給
に
関
す
る

特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
三
項

特
別
措
置
法
第
十
二
条
第
三
項

及
び
第
四
項
若
し
く
は
第
十
三

及
び
第
四
項
若
し
く
は
第
十
三

条
第
二
項
及
び
第
三
項

条
第
二
項
及
び
第
三
項
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（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
自
立
支
援
振
興
室
及
び
施
設
管
理
室
並
び
に
特
別
自
立
支
援
指
導
官
、
障

（
自
立
支
援
振
興
室
及
び
施
設
管
理
室
並
び
に
特
別
自
立
支
援
指
導
官
、
障

害
福
祉
監
査
官
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
務
監
視
専
門
官
及
び
精
神
保
健
福

害
福
祉
監
査
官
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
務
監
視
専
門
官
及
び
精
神
保
健
福

祉
監
査
官
）

祉
監
査
官
）

第
六
十
四
条

（
略
）

第
六
十
四
条

（
略
）

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

９

精
神
保
健
福
祉
監
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

９

精
神
保
健
福
祉
監
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
八
条

福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
八
条

の
六
及
び
第
四
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
等
の
事
務
並
び
に
同
法

の
六
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
等
の
事
務
及
び
同
法
を
施
行
す
る
た
め
都
道

を
施
行
す
る
た
め
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
つ
い
て
の
監
査
に
関
す
る

府
県
知
事
が
行
う
事
務
に
つ
い
て
の
監
査
に
関
す
る
事
務
を
行
う
。

事
務
を
行
う
。
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（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書

の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証

明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
令
和
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
（
都
道

次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
律
又
は
政
令
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
（
都
道

府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
が
行
う
こ
と
が
で
き

府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
が
行
う
こ
と
が
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
際
に
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
の
際
に
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分

を
示
す
証
明
書
及
び
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号

を
示
す
証
明
書
及
び
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号

）
第
三
条
第
二
項
（
同
法
第
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
第
三
条
第
二
項
（
同
法
第
六
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
に
基
づ
き
同
法
第
三
条
第
一
項
の
狂
犬
病
予
防
員
（
同
法
第
六
条
第
六
項
に

）
に
基
づ
き
同
法
第
三
条
第
一
項
の
狂
犬
病
予
防
員
（
同
法
第
六
条
第
六
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
捕
獲
人
）
が
携
帯
す
る

お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
捕
獲
人
）
が
携
帯
す
る

証
票
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

証
票
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

る
。

一
～
十
二

（
略
）

一
～
十
二

（
略
）

十
三

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年

十
三

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
七
条
第
四
項
、
第
三
十
八
条
の
六
第
一
項

法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
七
条
第
四
項
及
び
第
三
十
八
条
の
六
第
一

及
び
第
四
十
条
の
五
第
一
項

項

十
四
～
四
十
七

（
略
）

十
四
～
四
十
七

（
略
）
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第
二
章

経
過
措
置

第
五
条

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
一

部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
際
現
に
一
部
改
正
法
第
八
条
の
規
定
（
一
部
改
正
法
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
改

正
規
定
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
改
正
前
の
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
者
（
以
下
「
施
行
日
時
点
入
院

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
精
神
科
病
院
の
管
理
者
は
、
令
和
六
年
十
月
以
降
、
一
部
改
正
法
附
則
第
十
二
条
第

一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
い
て
一
部
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
法
第
三
十
三
条

第
六
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
引
き
続
き
入
院
さ
せ
る
場
合
を
考
慮
し
て
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
施
行
日
時
点
入
院
者
が

入
院
し
た
日
（
以
下
「
入
院
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
月
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
欄
に
掲
げ
る
期
限
ま
で
（
当
該
精
神
科

病
院
の
管
理
者
が
入
院
日
を
把
握
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
）
に
同
項
か
ら
同
条
第

九
項
ま
で
の
規
定
の
例
に
よ
る
手
続
を
実
施
す
る
た
め
の
十
分
な
時
間
を
確
保
し
て
、
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
精
神
保
健
指
定
医
に
診
察
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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入
院
日
の
属
す
る
月

期
限

四
月
又
は
十
月

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日

五
月
又
は
十
一
月

令
和
六
年
十
一
月
三
十
日

六
月
又
は
十
二
月

令
和
六
年
十
二
月
三
十
一
日

七
月
又
は
一
月

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日

八
月
又
は
二
月

令
和
七
年
二
月
二
十
八
日

九
月
又
は
三
月

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
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附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


